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鹿屋体育大学倫理審査小委員会 オプトアウト書式 

今回の研究の実施にあたっては、鹿屋体育大学倫理審査小委員会の審査を経て、 

許可を受けています。この研究が許可されている期間は、令和 5年 3月 31日までで

す。 

 

①研究課題名 
大学男子サッカー競技における攻撃から守備への切り替え局面の改善が 

チームの守備に与える影響とその要因 

②対象者及び対象期間 

2020 年～2021 年の九州大学サッカーリーグ 1 部所属の 7 チームが行った公式試合のうち、本学が対

戦した試合映像を対象とする。 

（本学サッカー部員が撮影した映像、被写体は当時の大学１～４年生 30 名程度） 

③概要 

本研究は、本学サッカー部が攻撃から守備への切り替え局面の改善に取り組んだ結果、相手の攻撃、

チームの守備に与えた影響とその要因について検討することを目的としている。 

研究対象者は、九州大学サッカーリーグ 1 部所属の 7チームとする。2020年シーズンと改善に取り組

んだ 2021年シーズンの映像から記述的パフォーマンス分析を行い、2020年と 2021年の試合における

パフォーマンスを比較検討する。 

④研究の目的・意義 
試合映像から記述的パフォーマンス分析を行い、2020 年と 2021 年の試

合におけるパフォーマンスを比較検討する。 

⑤研究期間 令和 4年 12 月 16日 ～ 令和 5年 3月 31日 

⑥情報の利用目的及び利

用方法（他の機関へ提供さ

れる場合はその方法を含

む。） 

試合映像から記述的パフォーマンス分析を行います。研究データの保存

にあたっては、鹿屋体育大学における研究データ等の保存に関する指

針を遵守し、論文等の発表後１０年間保存する。また、保存期間終了

後は全てのデータ等をシュレッダー及び物理的破壊処理等により適

切に破棄する。 

論文等発表の際も個人が特定される形で公表されることはない。 

なお、解析が相当程度進み対象データの特定が困難な場合や，論文等

で既発表の場合はデータを破棄することができない場合があります。 

⑦利用または提供する情

報の項目 

2020年～2021年の九州大学サッカーリーグ 1部所属の 7チームが行っ

た公式試合のうち、本学が対戦した試合映像 

⑧利用の範囲 

鹿屋体育大学スポーツ・武道実践科学系 准教授 三浦 健 

鹿屋体育大学大学院体育学研究科体育学専攻修士課程 2 年 土井 颯一郎 

鹿屋体育大学スポーツ・武道実践科学系 講師 塩川 勝行 

⑨研究試料・情報の管理に

ついて責任を有する者 

（お問い合わせ先） 

鹿屋体育大学 スポーツ・武道実践科学系 准教授 三浦 健 

Tel：0994-46-4905 

E-mail：k-miura@nifs-k.ac.jp 

⑩事務局 

鹿屋体育大学 研究・社会連携課 研究支援係 

Tel：0994-46-4871 

E-mail：kokusai@nifs-k.ac.jp 

以下は、過去に承認されたことがある場合 

⑪承認番号           

⑫過去の研究課題名と研

究責任者 

 

 


